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３．１８．2011 年茨城県北部地震(Mw5.8) 
 
2011 年 3月 19 日 18 時 56 分頃に茨城県北部を震源（深さ 5.4km、Mj6.1、気象庁による）

とする地震が発生し，茨城県日立市助川小学校，日立市十王町友部で震度 5強を観測した。

図 3.18.1 に防災科学技術研究所による PGA, PGV 分布を示す。図 3.18.2 に震源メカニズム

を示す。この地震は震源メカニズムから正断層タイプに分類される。なお，この地震の震

源インバージョン解析は実施されていない。 

 

図 3.18.3 に震央および強震動観測点を示す。図 3.18.4 に強震観測点における観測 PGA, 

PGV の距離減衰を示す。距離減衰式（司・翠川，1999）の震源深さは気象庁の震源情報を参

照した。なお，図中の赤丸は AVS30 が 500m/s 以下の比較的柔らかい地盤，黄色丸は AVS30

が 500m/s 以上の硬質な地盤の地点をそれぞれ示す。この検討において，震源近傍のダムサ

イトの記録は得られていない。司・翠川(1999)による距離減衰式に比べて PGA, PGV が大き

な地点が認められるが，これらは AVS30 が 500m/s 以下の地点であり，解放基盤相当からの

地盤増幅の影響を受けていることが予想される。図 3.18.5 に強震観測点における疑似速度

応答スペクトルを示す。IBRH14（十王）の地表の疑似速度応答スペクトルは一部周期帯で

JEAG のスペクトルを超えている。一方，地中の疑似速度応答スペクトルは JEAG のスペクト

ル以下であることから，地表の地震動記録は地盤増幅の影響を受けていることが示唆され

る。 

 



3.18-2 
 

 

図 3.18.1 PGA, PGV 分布（防災科学技術研究所） 

 

 

図 3.18.2 震源メカニズム（F-net） 
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図 3.18.3 震央および強震観測点 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点（ダム地点を含む） 

黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点，黒三角：ダム地点（記録無し） 
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(1) PGA の距離減衰 

 

 
(2) PGV の距離減衰 

 

図 3.18.4 強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点 

白丸：ダム地点, 黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点 

緑実線，緑破線：司・翠川(1999）による距離減衰式およびその標準偏差 
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図 3.18.5(1) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地表） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：AVS30 が 500m/s 以上の地点，細線：AVS30 が 500m/s 以下の地点 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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図 3.18.5(2) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地中） 

上：水平動成分，下：上下動成分 

太線：地中  

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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３．１９．2011 年福島県浜通り地震(Mw6.6) 
 
2011 年 4 月 11 日 17 時 16 分頃に，福島県浜通りを震源（深さ 6.4km，Mj7.0，気象庁に

よる）とする地震が発生し，福島県中島村，古殿町，いわき市，茨城県鉾田市で震度 6 弱

を観測した（気象庁発表）。図 3.19.1 に防災科学技術研究所による PGA, PGV 分布を示す。

図 3.19.2 に震源メカニズムを示す。この地震は震源メカニズムから正断層タイプに分類さ

れる。福島県浜通り～茨城県北部の地域において，2011 年東北地方太平洋沖地震(Mw9.0)

の発生した 3月 11 日以前には正断層タイプの地震ほとんど見られなかったが，地震発生後，

正断層タイプの地震が発生するようになった。 

 

この地震は引間(2012)によって震源インバージョン解析が実施されており，その結果を

図 3.19.3 に示す。図 3.19.4 に引間(2012)の設定断層面および強震観測点を示す。この地

震は井戸沢断層（南側）と湯ノ岳断層（北側）が同時に活動したと考えられている。図 3.19.5

に強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰を示す。距離減衰式（司・翠川，1999）の

震源深さは引間(2012)を参照した。なお，図中の赤丸は AVS30 が 500m/s 以下の比較的柔ら

かい地盤，黄色丸は AVS30 が 500m/s 以上の硬質な地盤の地点をそれぞれ示す。この検討に

おいて，震源近傍のダムサイトの記録は得られていない。断層最短距離 20km 以内の観測点

の PGA, PGV は司・翠川(1999)の距離減衰式と調和的である。図 3.19.6 に強震観測点にお

ける疑似速度応答スペクトルを示す。FKSH12（平田）の地表における疑似速度応答スペク

トルは，一部周期帯で JEAG のスペクトルを超えている。しかしながら，FKSH12（平田）の

地中の疑似速度応答スペクトルは JEAG のスペクトル以下になっていることから，地表の地

震動記録は解放基盤相当からの地盤増幅の影響を受けていることが示唆される。 
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  図 3.19.1 PGA, PGV 分布（防災科学技術研究所） 

 

 

図 3.19.2 震源メカニズム（F-net） 
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図 3.19.3  引間(2012)による震源インバージョン解析結果 

 

 

図 3.19.4  引間(2012)の設定断層面および強震観測点（★：破壊開始点） 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点（ダム地点を含む） 

黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点，黒三角：ダム地点（記録無し） 
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(1) PGA の距離減衰 

 

 
(2) PGV の距離減衰 

 

図 3.19.5 強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点 

白丸：ダム地点, 黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点 

緑実線，緑破線：司・翠川(1999）による距離減衰式およびその標準偏差 
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図 3.19.6(1) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地表） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：AVS30 が 500m/s 以上の地点，細線：AVS30 が 500m/s 以下の地点 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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図 3.19.6(2) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地中） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：地中 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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３．２０．2011 年和歌山県北部地震(Mw5.0) 
 
2011 年 7 月 05 日 19 時 18 分頃に和歌山県北部を震源（深さ 7.3km，Mj5.5，気象庁によ

る）とする地震が発生し，和歌山県広川町，日高川町で震度 5強を観測した。図 3.20.1 に

防災科学技術研究所による PGA, PGV 分布を示す。図 3.20.2 に震源メカニズムを示す。こ

の地震は震源メカニズムから逆断層タイプに分類される。なお，この地震の震源インバー

上解析は実施されていない。 

 

図 3.20.3 に震央および強震観測点を示す。図 3.20.4 に強震観測点における観測 PGA, PGV

の距離減衰を示す。距離減衰式（司・翠川，1999）の震源深さは気象庁の震源情報を参照

した。なお，図中の赤丸は AVS30 が 500m/s 以下の比較的柔らかい地盤，黄色丸は AVS30 が

500m/s 以上の硬質な地盤の地点をそれぞれ示す。この検討において，震源近傍のダムサイ

トの記録は得られていない。震源近傍に位置する WKYH01（広川）では約 1000cm/s2を超える

大加速度が記録されている。一方，地中では約 320cm/s2 となっており，地表の地震動記録

は解放基盤相当からの地盤増幅の影響を受けていることが示唆される。図 3.20.5 に強震観

測点における疑似速度応答スペクトルを示す。WKYH01 における地表の疑似速度応答スペク

トルは JEAG のスペクトルを一部周期帯で超えているが，一方，地中は JEAG のスペクトル

と同等かやや小さい。以上から，WKYH01（広川）での地表地震動記録には地盤増幅の影響

を受けていることが示唆される。 
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  図 3.20.1 PGA, PGV 分布（防災科学技術研究所） 

 

 

 

図 3.20.2 震源メカニズム（F-net） 
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図 3.20.3 震央および強震動観測点 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点（ダム地点を含む） 

黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点，黒三角：ダム地点（記録無し） 
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(1) PGA の距離減衰 

 

 
(2) PGV の距離減衰 

 

図 3.20.4 強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点 

白丸：ダム地点, 黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点 

緑実線，緑破線：司・翠川(1999）による距離減衰式およびその標準偏差 
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図 3.20.5(1) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地表） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：AVS30 が 500m/s 以上の地点，細線：AVS30 が 500m/s 以下の地点 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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図 3.20.5(2) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地中） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：地中 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 

 



3.21-1 
 

３．２１．2012 年茨城県北部地震(Mw5.2) 
 
2012 年 3月 10 日 02 時 25 分頃に茨城県北部を震源（深さ 6.5km，Mj5.4，気象庁による）

とする地震が発生し，茨城県高萩市で震度 5弱を観測した。図 3.21.1 に防災科学技術研究

所による PGA, PGV 分布を示す。図 3.21.2 に震源メカニズムを示す。この地震は震源メカ

ニズムから正断層タイプに分類される。なお，この地震の震源インバージョン解析は実施

されていない。 

 

図 3.21.3 に震央および強震観測点を示す。図 3.21.4 に強震観測点における観測 PGA, PGV

の距離減衰を示す。距離減衰式（司・翠川，1999）の震源深さは気象庁の震源情報を参照

した。なお，図中の赤丸は AVS30 が 500m/s 以下の比較的柔らかい地盤，黄色丸は AVS30 が

500m/s 以上の硬質な地盤の地点をそれぞれ示す。この検討において，震源近傍のダムサイ

トの記録は得られていない。断層最短距離 20km 以内の観測点の PGA, PGV は司・翠川(1999)

に比べて大きい。しかしながら，それらの多くの観測点の AVS30 は 500m/s 以下であり，地

震動記録は解放基盤相当からの地盤増幅を受けていることが考えられる。図 3.21.5 に強震

観測点における疑似速度応答スペクトルを示す。IBRH14（十王）における地表の疑似速度

応答スペクトルは JEAG のスペクトルを一部周期帯で超えているが，一方，地中は JEAG の

スペクトルより小さい。このため，IBRH14（十王）の地表地震動記録には地盤増幅の影響

を受けていることが示唆される。 
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  図 3.21.1 PGA, PGV 分布（防災科学技術研究所） 

 

 

図 3.21.2 震源メカニズム（F-net） 
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図 3.21.3 震央および強震観測点 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点（ダム地点を含む） 

黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点，黒三角：ダム地点（記録無し） 
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(1) PGA の距離減衰 

 

 
(2) PGV の距離減衰 

 

図 3.21.4 強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点 

白丸：ダム地点, 黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点 

緑実線，緑破線：司・翠川(1999）による距離減衰式およびその標準偏差 
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図 3.21.5(1) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地表） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：AVS30 が 500m/s 以上の地点，細線：AVS30 が 500m/s 以下の地点 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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図 3.21.5(2) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地中） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：地中 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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３．２２．2013 年栃木県北部地震(Mw5.8) 
 
2013 年 2月 25 日 16 時 23 分頃に栃木県北部を震源（深さ 2.8km，Mj6.3，気象庁による）

とする地震が発生し，栃木県日光市で震度 5強を観測した。図 3.22.1 に防災科学技術研究

所による PGA, PGV 分布を示す。図 3.22.2 に震源メカニズムを示す。この地震は震源メカ

ニズムから横ずれ断層タイプに分類される。なお，この地震の震源インバージョン解析は

実施されていない。 

 

図 3.22.3 に震央および強震観測点を示す。図 3.22.4 に強震観測点における観測 PGA, PGV

の距離減衰を示す。距離減衰式（司・翠川，1999）の震源深さは気象庁の震源情報を参照

した。なお，図中の赤丸は AVS30 が 500m/s 以下の比較的柔らかい地盤，黄色丸は AVS30 が

500m/s 以上の硬質な地盤の地点をそれぞれ示す。この検討において，震源近傍のダムサイ

トの記録は得られていない。断層最短距離 20km 以内の観測点の PGA, PGV は司・翠川(1999)

に比べて大きい。特に TCGH07（栗山西）で 1000cm/s2を超える大加速度が観測されている。

図 3.22.5 に強震観測点における疑似速度応答スペクトルを示す。TCGH07（栗山西）におけ

る地表の疑似速度応答スペクトルは JEAG のスペクトルを一部周期帯で超えているが，一方，

地中は周期 0.2s 以下で JEAG のスペクトルレベルとほぼ同等である。TCGH07（栗山西）の

AVS30は500m/s以上であり，解放基盤相当からの地盤増幅の影響は小さいと予想されるが，

地盤増幅の影響も含めて，TCGH07（栗山西）の地震動記録に対して，2004 年北海道留萌地

震のような震源特性の影響があるかどうかについて検討する必要があるだろう。 
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図 3.22.1 PGA, PGV 分布（防災科学技術研究所） 

 

 

図 3.22.2 震源メカニズム（F-net） 
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図 3.22.3 震央および強震観測点 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点（ダム地点を含む） 

黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点，黒三角：ダム地点（記録無し） 
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(1) PGA の距離減衰 

 

 
(2) PGV の距離減衰 

 

図 3.22.4 強震観測点における観測 PGA, PGV の距離減衰 

赤丸：AVS30 が 500m/s 以下の地点, 黄色丸：AVS30 が 500m/s 以上の地点 

白丸：ダム地点, 黒丸：断層最短距離が 20km 以上の地点 

緑実線，緑破線：司・翠川(1999）による距離減衰式およびその標準偏差 
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図 3.22.5(1) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地表） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：AVS30 が 500m/s 以上の地点，細線：AVS30 が 500m/s 以下の地点 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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図 3.22.5(2) 強震観測点における疑似速度応答スペクトル（地中） 

上：水平動成分（赤-NS 成分，青-EW 成分），下：上下動成分(緑-UD 成分) 

太線：地中 

黒太線：JEAG による「震源を特定せず策定する地震動」 

（水平：Vs=700m/s, 上下：Vp=2000m/s） 
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